講座「習志野原の変遷」　第５回目(１０月１０日)の講演内容

講師　　矢島龍雄

「習志野原開拓の経験」

1. 習志野原へ入植の動機

· 戦時中東京で空襲に遭い焼け跡開墾

· 酵素肥料の取り持つ縁

· 開墾の手伝い　大塚から１番電車で日帰りを３ヶ月
· 昭和２１年秋小麦を蒔く

2. 習志野原に住む

· 昭和２２年春補充入植

· ７坪の家建築（手造り大工）

· 井戸、ランプ生活、雨の日は学校へ

· 習志野原の住所、手紙、（千葉県千葉郡二宮町字薬園台206番地）

· 新聞

· 新京成電車の開通

· 初めての選挙、入場券、公報、投票所

· 電気が灯る、雪が舞い込む

3. 開墾、農業

· ブルトーザーによる地表起し

· 囚人による開墾

· 松の根っこ掘り

· 陸稲、スイートメロン、甘藷、落花生、馬鈴薯、らっきょう、

· 肥料、害虫（瓜蝿、夜盗虫、根切り虫）、からす

· うさぎを飼う、

· 近隣既存の農家のこと、苗、種、蓑、笠、

4. その他

· 運動会、開拓地の若者、風呂、道路普請、盗難

· 成功検査、土地払い下げ、町名地番

5. その後

· 就職、結婚、東京暮らし、農繁期手伝い

· 昭和３２年父の死去、相続、

· 家を増築、兼業農業開始

· 落花生、馬鈴薯を主力

· 税金（所得査定市内の最低基準）

· 営農資金の返済

· 高根公団建設、新開地開発、業者の活躍

· 北習志野団地建設、

· 開拓農協の解散、習友会の発足

· 地域の様変わり
以上
